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(57)【要約】
【課題】画像形成装置で実行中の印刷ジョブが中断して
消去された後に、当該印刷ジョブをサーバより再度取得
して、同一の又は異なる画像形成装置で当該印刷を再開
する場合に、任意の箇所から印刷を再開できる情報処理
装置及び印刷システムを提供する。
【解決手段】
　情報処理装置は印刷ジョブの保存要求に応じて送信さ
れた印刷ジョブをその識別情報に関連付けて保存し（ス
テップ５０６）、印刷ジョブの印刷進捗状況を更新して
管理する（ステップ５１４）。印刷ジョブの印刷が中断
した場合、ユーザは当該印刷ジョブの識別情報をキーに
して、印刷済みページの続きのページから当該印刷ジョ
ブを読出し、印刷を再開させることができる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷ジョブをその識別情報と関連付けて記憶するための記憶手段と、
　識別情報を指定した印刷ジョブの送信要求を画像形成装置から受信したことに応答して
、当該印刷ジョブを前記記憶手段より読出して前記画像形成装置へ送信するための印刷ジ
ョブ送信手段と、
　印刷ジョブの識別情報と、印刷の進捗状況を示す印刷進捗情報とを画像形成装置から受
信して、前記記憶手段に記憶されている、当該識別情報に対応付けられた印刷ジョブの進
捗状況を管理するための管理手段と、を含み、
　前記印刷ジョブ送信手段は、
　識別情報を指定した印刷ジョブの送信要求を画像形成装置より受信したことに応答して
、前記管理手段に照会して、当該受信された前記識別情報と関連付けられた印刷ジョブの
印刷が途中まで完了しているか否かを判定するための判定手段と、
　前記判定手段による判定結果にしたがって、前記処理対象の印刷ジョブを前記記憶手段
から読出して、前記送信要求を送信してきた画像形成装置に送信する処理と、当該処理対
象の印刷ジョブのうち、前記送信要求を送信してきた画像形成装置に問合せて得られる回
答により指定される部分を前記記憶手段から読出して前記送信要求を送信してきた画像形
成装置に送信する処理とを選択的に実行するための実行手段とを含む、情報処理装置。
【請求項２】
　前記管理手段は、画像形成装置より受信した印刷進捗情報に応じて、前記記憶手段に記
憶されている印刷ジョブの印刷の進捗状況を、未処理、印刷中、及び完了のいずれかのス
テータスに分類し、印刷中の場合には印刷完了位置を管理するための手段を含み、
　前記実行手段は、
　前記判定手段により、前記処理対象の印刷ジョブが未処理であると判定されたことに応
答して、当該印刷ジョブを前記記憶手段から読出し、前記送信要求を送信してきた画像形
成装置に送信するための第１の送信手段と、
　前記判定手段により、前記処理対象の印刷ジョブが印刷中であると判定されたことに応
答して、当該印刷ジョブの印刷対象部分を前記送信要求を送信してきた画像形成装置に問
合せる第１の問合せ手段と、
　前記第１の問合せ手段による問合せに対する回答にしたがって、前記処理対象の印刷ジ
ョブのうち、前記回答により指定された部分を前記記憶手段から読出して前記送信要求を
送信してきた画像形成装置に送信するための第２の送信手段とを含む、請求項１に記載の
情報処理装置。
【請求項３】
　前記管理するための手段はさらに、画像形成装置より印刷ジョブの識別情報とともに印
刷の中断通知を受信したことに応答して、前記記憶手段に記憶されている、当該識別情報
により特定される印刷ジョブの印刷の進捗状況を中断中に分類し、
　前記第１の問合せ手段は、前記判定手段により前記処理対象の印刷ジョブが印刷中又は
中断中であると判定されたことに応答して、当該印刷ジョブの印刷をどこから開始するか
を、前記送信要求を送信してきた画像形成装置に問合せる第２の問合せ手段を含む、請求
項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
互いに接続された画像形成装置及び情報処理装置を含む印刷システムであって、
　前記情報処理装置は、
　　印刷ジョブをその識別情報と関連付けて記憶するための記憶手段と、
　　識別情報及び印刷範囲を指定した印刷ジョブの送信要求を画像形成装置から受信した
ことに応答して、当該印刷ジョブのうち、前記印刷範囲として指定された部分を前記記憶
手段より読出して前記画像形成装置へ送信するための印刷ジョブ送信手段と、
　　印刷ジョブの識別情報と、印刷ジョブの進捗状況を示す印刷進捗情報とを画像形成装
置から受信して、前記記憶手段に記憶されている、当該識別情報に対応付けられた印刷ジ
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ョブの進捗状況を管理するための管理手段と、を含み、
　前記画像形成装置は、
　　識別情報を指定した印刷ジョブの印刷を指示するユーザ指示を受信したことに応答し
て、当該受信された前記識別情報と関連付けられた印刷ジョブの印刷が途中まで完了して
いるか否かを前記管理手段に照会して判定するための判定手段と、
　　前記判定手段による判定結果にしたがって、前記印刷範囲を当該印刷ジョブの全体と
するか、印刷が完了した部分を除いた部分とするか、を決定するための印刷範囲決定手段
と、を含む、印刷システム。
【請求項５】
互いに接続された画像形成装置及び情報処理装置を含む印刷システムであって、
　前記情報処理装置は、
　　印刷ジョブをその識別情報と関連付けて記憶するための記憶手段と、
　　識別情報を指定した印刷ジョブの送信要求を画像形成装置から受信したことに応答し
て、当該印刷ジョブを前記記憶手段より読出して前記画像形成装置へ送信するための印刷
ジョブ送信手段と、
　　印刷ジョブの識別情報と、印刷ジョブの進捗状況を示す印刷進捗情報とを画像形成装
置から受信して、前記記憶手段に記憶されている、当該識別情報に対応付けられた印刷ジ
ョブの進捗状況を管理するための管理手段と、を含み、
　前記画像形成装置は、
　　識別情報を指定した印刷ジョブの印刷を指示するユーザ指示を受信したことに応答し
て、当該受信された前記識別情報と関連付けられた印刷ジョブの印刷が途中まで完了して
いるか否かを前記管理手段に照会し、前記印刷進捗情報を取得して判定するための判定手
段と、
　　前記判定手段による判定結果にしたがって、前記情報処理装置から受信した印刷ジョ
ブの全体の印刷を行なう第１の印刷手段と、
　　前記情報処理装置から受信した印刷ジョブのうち印刷が完了した部分を除いた部分の
印刷を行なう第２の印刷手段と、を含む、印刷システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置及び印刷システムに関し、特に、端末装置及び画像形成装置に
接続される情報処理装置及び印刷システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、自宅のプリンタでなく、店頭及び公共施設等に設置されたプリンタで文書を印刷
する機会が増えている。ユーザは、印刷を所望するデータを、自宅又は勤務先に設置され
る端末からサーバに予め送信しておく。外出先に設置されるプリンタを用いて、サーバか
ら当該データを読出し印刷すれば、ユーザは外出先であっても必要な書類を印刷できる。
この印刷システムによれば、ユーザは任意の場所及びタイミングでデータを印刷でき、印
刷書類を持ち歩く必要がない。
【０００３】
　上記した印刷システムでは、不特定多数のユーザが１台のプリンタを使用する。そのた
め、印刷処理に関する情報は、印刷処理が実行されたプリンタでなくサーバに保存される
。この印刷システムに関連して、後掲の特許文献１には、ユーザが誤って他のユーザの画
像ファイルを印刷するのを防止し、当該ユーザの画像ファイルのみを正しく印刷できる印
刷システムが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－９５９３８号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１の印刷システムによれば、何らかの原因で印刷が中断した場合、サーバに保
存されている印刷ジョブが削除されるのを一時的に止めておくか、又は、削除されるタイ
ミングを延長することができる。
【０００６】
　中断した印刷を、当該印刷のジョブをサーバから取得して再開させる場合、どのページ
から印刷を再開させるかをユーザが任意に設定できれば、ユーザは既に印刷したページの
続きから印刷を再開させることができ、同じページを再度印刷しなくて済む。又は、印刷
再開時に最初のページから印刷を改めてやり直すこともできる。しかし、特許文献１の印
刷システムでは、印刷ジョブの削除を一時的に止めておくか、又は、削除を延長すること
はできるが、任意のページから印刷を再開させることはできない。
【０００７】
　以上より、本発明は、画像形成装置で実行中の印刷ジョブが中断して消去された後に、
当該印刷ジョブをサーバより再度取得して、同一の又は異なる画像形成装置で当該印刷を
再開する場合に、任意の箇所から印刷を再開できる情報処理装置及び印刷システムを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の局面に係る情報処理装置は、印刷ジョブをその識別情報と関連付けて記
憶する記憶手段と、識別情報を指定した印刷ジョブの送信要求を画像形成装置から受信し
たことに応答して、当該印刷ジョブを記憶手段より読出して画像形成装置へ送信する印刷
ジョブ送信手段と、印刷ジョブの識別情報と、印刷の進捗状況を示す印刷進捗情報とを画
像形成装置から受信して、記憶手段に記憶されている、当該識別情報に対応付けられた印
刷ジョブの進捗状況を管理する管理手段と、を含む。
【０００９】
　印刷ジョブ送信手段は、識別情報を指定した印刷ジョブの送信要求を画像形成装置より
受信したことに応答して、管理手段に照会して、当該受信された識別情報と関連付けられ
た印刷ジョブの印刷が途中まで完了しているか否かを判定するための判定手段と、判定手
段による判定結果にしたがって、処理対象の印刷ジョブを記憶手段から読出して、送信要
求を送信してきた画像形成装置に送信する処理と、当該処理対象の印刷ジョブのうち、送
信要求を送信してきた画像形成装置に問合せて得られる回答により指定される部分を記憶
手段から読出して送信要求を送信してきた画像形成装置に送信する処理とを選択的に実行
する実行手段とを含む。
【００１０】
　情報処理装置は、印刷ジョブをその識別情報と関連付けて記憶する。したがって、印刷
ジョブの印刷が一時的に中断しても、ユーザは当該印刷ジョブを情報処理装置より読出し
印刷を再開できる。さらに、中断前の印刷の進捗状況は情報処理装置によって管理され、
印刷再開時において印刷範囲は印刷ジョブの全体又は一部分に選択される。したがって、
ユーザは印刷を途中から再開することもできるし、最初からやり直すこともできる。
【００１１】
　中断された印刷ジョブは情報処理装置で保持及び管理されているため、ユーザは中断前
に印刷を行なっていた画像形成装置とは別の画像形成装置を用いて印刷を再開できる。し
たがって、印刷途中に用紙切れが発生し用紙の補給が困難な場合、及び、画像形成装置が
故障した場合においても、ユーザは別の画像形成装置を用いて印刷を再開できる。中断要
因を解消できる場合、及び、ユーザの都合で一時的に印刷を中断した場合等には、ユーザ
は同一の画像形成装置を用いて印刷を再開することもできる。
【００１２】
　好ましくは、管理手段は、画像形成装置より受信した印刷進捗情報に応じて、記憶手段
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に記憶されている印刷ジョブの印刷の進捗状況を、未処理、印刷中、及び完了のいずれか
のステータスに分類し、印刷中の場合には印刷完了位置を管理するための手段を含み、実
行手段は、判定手段により、処理対象の印刷ジョブが未処理であると判定されたことに応
答して、当該印刷ジョブを記憶手段から読出し、送信要求を送信してきた画像形成装置に
送信するための第１の送信手段と、判定手段により、処理対象の印刷ジョブが印刷中であ
ると判定されたことに応答して、当該印刷ジョブの印刷対象部分を送信要求を送信してき
た画像形成装置に問合せる第１の問合せ手段と、第１の問合せ手段による問合せに対する
回答にしたがって、処理対象の印刷ジョブのうち、回答により指定された部分を記憶手段
から読出して送信要求を送信してきた画像形成装置に送信するための第２の送信手段とを
含む。
【００１３】
　印刷の進捗状況は未処理、印刷中、及び完了のいずれかのステータスに分類され、未処
理の場合は印刷ジョブ全体が、印刷中の場合は印刷部分を指定する回答にしたがって指定
された印刷部分の印刷ジョブが、画像形成装置に送信される。したがって、印刷が中断さ
れた場合、ユーザは印刷未完了の部分を指定して印刷を再開できる。印刷がまだ実行され
ていない場合、ユーザが特段の指示を行なわなくとも、印刷ジョブの全ての範囲が印刷さ
れる。
【００１４】
　さらに好ましくは、管理するための手段はさらに、画像形成装置より印刷ジョブの識別
情報とともに印刷の中断通知を受信したことに応答して、記憶手段に記憶されている、当
該識別情報により特定される印刷ジョブの印刷の進捗状況を中断中に分類し、第１の問合
せ手段は、判定手段により処理対象の印刷ジョブが印刷中又は中断中であると判定された
ことに応答して、当該印刷ジョブの印刷をどこから開始するかを、送信要求を送信してき
た画像形成装置に問合せる第２の問合せ手段を含む。
【００１５】
　印刷が中断されると、印刷の進捗状況は中断中に分類され、情報処理装置はどこから印
刷を再開するかを画像形成装置に問合せる。したがって、中断中の印刷ジョブの印刷を再
開する場合、ユーザが特段の操作を行なわなくとも印刷範囲を指定する問合せが画像形成
装置に送信され、ユーザは印刷再開時に必要な部分のみを印刷できる。
【００１６】
　好ましくは、管理手段は、画像形成装置より受信した印刷進捗情報に応じて、記憶手段
に記憶されている印刷ジョブの印刷の進捗状況を、未処理、印刷中断中、及び完了のいず
れかのステータスに分類し、印刷中断中の場合には印刷完了位置を管理するための手段を
含み、実行手段は、判定手段により、処理対象の印刷ジョブが未処理であると判定された
ことに応答して、当該印刷ジョブを記憶手段から読出し、送信要求を送信してきた画像形
成装置に送信するための第１の送信手段と、判定手段により、処理対象の印刷ジョブが印
刷中断中であると判定されたことに応答して、当該印刷ジョブの印刷対象部分を送信要求
を送信してきた画像形成装置に問合せる問合せ手段と、問合せ手段による問合せに対する
回答にしたがって、処理対象の印刷ジョブのうち、回答により指定された部分を記憶手段
から読出して送信要求を送信してきた画像形成装置に送信するための第２の送信手段とを
含む。
【００１７】
　印刷の進捗状況は、未処理、印刷中断中、及び完了のいずれかのステータスに分類され
、未処理の場合は印刷ジョブ全体が、印刷中断中の場合は印刷ジョブの指定された部分が
画像形成装置に送信される。したがって、印刷ジョブの状態に応じて、ユーザは印刷が行
なわれる範囲を変更できる。
【００１８】
　好ましくは、記憶手段は、受信した印刷ジョブを、当該印刷ジョブの識別情報と、当該
印刷ジョブを送信してきたユーザのユーザ識別情報とに関連付けて記憶し、情報処理装置
はさらに、画像形成装置からユーザ識別情報と印刷ジョブの一覧送信要求とを受信したこ
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とに応答して、記憶手段に記憶されている印刷ジョブのうち、当該ユーザ識別情報と関連
付けられているものを読出し、それらの識別情報の一覧を一覧送信要求を送信してきた画
像形成装置に送信するための手段を含む。
【００１９】
　情報処理装置は、受信したユーザ識別情報と関連付けられている印刷ジョブの識別情報
全ての一覧を画像形成装置に送信する。したがって、あるユーザが複数の印刷ジョブを情
報処理装置に保存している場合であっても、当該ユーザは画像形成装置に送信された一覧
を参照し、印刷を行なう印刷ジョブを選択できる。
【００２０】
　好ましくは、実行手段は、処理対象の印刷ジョブのデータ形式が分割送信できないデー
タ形式であることに応答して、処理対象の印刷ジョブとともに、送信要求を送信してきた
画像形成装置により指定される部分を印刷するよう指示する印刷指示を、送信要求を送信
してきた画像形成装置に送信するための手段をさらに含む。
【００２１】
　印刷ジョブが分割送信できないデータ形式である場合、指定される部分を印刷するよう
指示する印刷指示が印刷ジョブとともに画像形成装置へ送信される。画像形成装置は当該
印刷ジョブの画像データ全体をいったん情報処理装置より受信し、印刷指示に基づき指定
される部分のみを印刷する。したがって、印刷ジョブのデータ形式にかかわらず、ユーザ
はサーバに保存される印刷ジョブを、所望する部分だけ印刷することができる。
【００２２】
　好ましくは、情報処理装置は、印刷ジョブが完了したことを示す完了通知を画像形成装
置より受信したことに応答して、記憶手段に記憶される当該印刷ジョブを削除するための
削除手段をさらに含む。
【００２３】
　印刷ジョブの印刷が完了すると、当該印刷ジョブはユーザが特段の操作を行なわなくと
も自動的に削除される。したがって、情報処理装置に記憶される情報量が記憶容量を超え
ることを防止できる。
【００２４】
　本発明の第２の局面に係る印刷システムは、互いに接続された画像形成装置及び情報処
理装置を含み、情報処理装置は、印刷ジョブをその識別情報と関連付けて記憶するための
記憶手段と、識別情報及び印刷範囲を指定した印刷ジョブの送信要求を画像形成装置から
受信したことに応答して、当該印刷ジョブのうち、印刷範囲として指定された部分を記憶
手段より読出して画像形成装置へ送信するための印刷ジョブ送信手段と、印刷ジョブの識
別情報と、印刷ジョブの進捗状況を示す印刷進捗情報とを画像形成装置から受信して、記
憶手段に記憶されている、当該識別情報に対応付けられた印刷ジョブの進捗状況を管理す
るための管理手段と、を含み、画像形成装置は、識別情報を指定した印刷ジョブの印刷を
指示するユーザ指示を受信したことに応答して、当該受信された識別情報と関連付けられ
た印刷ジョブの印刷が途中まで完了しているか否かを管理手段に照会して判定するための
判定手段と、判定手段による判定結果にしたがって、印刷範囲を当該印刷ジョブの全体と
するか、印刷が完了した部分を除いた部分とするか、を決定するための印刷範囲決定手段
とを含む。
【００２５】
　画像形成装置は、ユーザより指示された印刷ジョブの印刷が途中まで完了しているか否
かを判定する。この判定結果にしたがって、印刷範囲を当該印刷ジョブの全体とするか、
印刷が完了した部分を除いた部分とするかの決定が、選択的に実行される。
【００２６】
　本発明の第３の局面に係る印刷システムは、互いに接続された画像形成装置及び情報処
理装置を含み、情報処理装置は、印刷ジョブをその識別情報と関連付けて記憶するための
記憶手段と、識別情報を指定した印刷ジョブの送信要求を画像形成装置から受信したこと
に応答して、当該印刷ジョブを記憶手段より読出して画像形成装置へ送信するための印刷
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ジョブ送信手段と、印刷ジョブの識別情報と、印刷ジョブの進捗状況を示す印刷進捗情報
とを画像形成装置から受信して、記憶手段に記憶されている、当該識別情報に対応付けら
れた印刷ジョブの進捗状況を管理するための管理手段と、を含み、画像形成装置は、識別
情報を指定した印刷ジョブの印刷を指示するユーザ指示を受信したことに応答して、当該
受信された識別情報と関連付けられた印刷ジョブの印刷が途中まで完了しているか否かを
管理手段に照会し、印刷進捗情報を取得して判定するための判定手段と、判定手段による
判定結果にしたがって、情報処理装置から受信した印刷ジョブの全体の印刷を行なう第１
の印刷手段と、情報処理装置から受信した印刷ジョブのうち印刷が完了した部分を除いた
部分の印刷を行なう第２の印刷手段と、を含む。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明に係る印刷システムによると、情報処理装置は印刷ジョブを識別情報と関連付け
て記憶し、当該印刷ジョブの印刷の進捗状況を管理する。したがって、印刷ジョブの印刷
が中断しても、ユーザは情報処理装置より当該ジョブを読出し、印刷を再開できる。さら
に、管理される印刷進捗情報を照会することで、中断前にどの部分まで印刷が行なわれた
かを明らかにすることができ、印刷未完了の部分のみを指定して印刷を再開できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施の形態に係る印刷システムの概略構成を示す図である。
【図２】図１に示すユーザ端末のハードウェア構成を示す図である。
【図３】図１に示す情報処理装置のハードウェア構成を示す図である。
【図４】図１に示す画像形成装置のハードウェア構成を示す図である。
【図５】図１に示す画像形成装置のハードウェア構成を示す図である。
【図６】情報処理装置で実行されるコンピュータプログラムの制御構造を示すフローチャ
ートである。
【図７】印刷ジョブを保存する際に実行されるサブルーチンを示すフローチャートである
。
【図８】印刷ジョブの識別情報を送信する際に実行されるサブルーチンを示すフローチャ
ートである。
【図９】印刷ジョブを送信する際に実行されるサブルーチンを示すフローチャートである
。
【図１０】印刷ジョブを削除する際に実行されるサブルーチンを示すフローチャートであ
る。
【図１１】印刷が完了したページを更新する際に実行されるサブルーチンを示すフローチ
ャートである。
【図１２】印刷ジョブの状態を更新する際に実行されるサブルーチンを示すフローチャー
トである。
【図１３】図１に示す印刷システムの動作を説明するための第１のシーケンス図である。
【図１４】図１に示す印刷システムの動作を説明するための第２のシーケンス図である。
【図１５】図１に示す印刷システムの動作を説明するための第３のシーケンス図である。
【図１６】印刷ジョブを選択するときに示される表示画面の一例である。
【図１７】印刷ジョブの印刷範囲を指定するときに示される表示画面の一例である。
【図１８】印刷ジョブの実行を確認するときに示される表示画面の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下の説明及び図面では、同一の部品には同一の参照番号を付してある。したがって、
それらについての詳細な説明は繰返さない。
【００３０】
　＜印刷システムの概略構成＞
　図１を参照して、本実施の形態に係る印刷システム５０は、ユーザ端末１００、情報処
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理装置２００、画像形成装置３００及び画像形成装置４００を含む。これらはネットワー
ク回線５００を通じて互いに接続される。これら装置のいずれかが、何らかのトラブルに
より接続不可の状態になっても、他の装置間での接続には影響しない。つまり、例えば画
像形成装置３００にトラブルが発生し、画像形成装置３００から情報処理装置２００への
接続が不能となっても、このことはユーザ端末１００、情報処理装置２００及び画像形成
装置４００間での接続に影響しない。
【００３１】
　ユーザ端末１００はユーザの自宅又は勤務先等に設置され、ユーザ操作に応じて画像デ
ータの作成及び送受信を行なうことができる。ユーザ端末１００には画像処理を行なうた
めのアプリケーションソフト及び作成された画像データを外部装置へ送信するためのアプ
リケーションソフト等がインストールされている。ユーザ端末１００で作成された印刷デ
ータは、ネットワーク回線５００を通じて、情報処理装置２００へ格納したり画像形成装
置３００又は４００で印刷したりできる。
【００３２】
　情報処理装置２００は各端末から送信される各種データを集中的に管理するデータ管理
センターに設置され、印刷システム５０においてサーバとして機能する。情報処理装置２
００は受信したデータを格納及び管理する機能を有する。情報処理装置２００へデータを
格納したり、又は情報処理装置２００からデータを読出したりできるのは、予め認証され
たユーザに限定される。そのため、ユーザは当該ユーザの認証情報を予め情報処理装置２
００に登録しておく必要がある。
【００３３】
　画像形成装置３００及び４００は、勤務先、学校、店頭、及び図書館等の公共施設に設
置され、不特定多数のユーザによって利用される。画像形成装置３００及び４００は、装
置を構成する各機能部への入力機能、画像データの画像を記録媒体上に形成する画像形成
機能等、一般的な複合機の機能を有する。
【００３４】
　＜ハードウェア構成＞
　図２を参照して、ユーザ端末１００は、各種情報を表示する表示部１１０、ユーザが装
置への入力を行なう際に操作する操作部１２０、ユーザごとに発行されたＩＣ（Ｉｎｔｅ
ｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）カードを読取り、ユーザ認証に使用するユーザ識別情報
を取得するためのＩＣカードインターフェイス部（以下、ＩＣカードＩ／Ｆ部と記載する
。）１３０、各機能部の動作を制御し、各種アプリケーションプログラムを実行して印刷
データを生成する処理部１４０、処理部１４０において実行されるプログラム及び画像デ
ータ等を格納する主記憶装置１５０、処理部１４０において実行されるアプリケーション
プログラム及び画像データ等を格納する補助記憶装置１６０、並びに、外部装置との通信
を行なうネットワーク通信部１７０を含む。
【００３５】
　操作部１２０は図示しないキーボード及びマウス等で構成される。ユーザは操作部１２
０を用いて、表示部１１０に表示される画像データの画像を編集できる。
【００３６】
　ＩＣカードは、予めユーザ識別情報を情報処理装置２００に登録したユーザに対して発
行される。ＩＣカードには、ユーザごとに異なるユーザ識別情報が記録されたＩＣチップ
が搭載されている。ＩＣカードＩ／Ｆ部１３０はタッチされたＩＣカードから、当該ＩＣ
カードに記録されたユーザ識別情報を読取る。
【００３７】
　ＩＣカードインターフェイス部１３０より読取られたユーザ識別情報は、ネットワーク
通信部１７０を介して情報処理装置２００へ送信される。ネットワーク通信部１７０は外
部装置からデータを受信することもでき、受信された当該データは主記憶装置１５０又は
補助記憶装置１６０へ格納される。
【００３８】
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　図３を参照して、情報処理装置２００は、各種情報を表示する表示部２１０、ユーザが
装置への入力を行なう際に操作する操作部２２０、各機能部の制御を行ない、かつ、サー
バプログラムを実行する処理部２３０、処理部２３０で実行されるプログラムを起動する
際に当該プログラム及び画像データ等をロードする主記憶装置２４０、処理部２３０で実
行されるプログラム、画像データ、及びユーザ管理情報等を格納する補助記憶装置２５０
、並びに、外部装置との通信を行なうネットワーク通信部２６０を含む。
【００３９】
　補助記憶装置２５０には、ユーザ認証を行なうために予め登録されたユーザの識別情報
が、当該ユーザが作成した画像データ等と関連付けて格納される。ユーザは、端末装置等
を用いて、本実施の形態に係る印刷システムを利用する前に、ユーザ識別情報を登録して
おく。補助記憶装置２５０には、事前に登録されていないユーザが作成した画像データは
登録されない。
【００４０】
　図４を参照して、画像形成装置３００は、各種情報を表示する表示部３１０、ユーザが
装置への入力を行なう際に操作する操作部３２０、ユーザ認証に使用する情報を取得する
ためのＩＣカードＩ／Ｆ部３３０、圧縮データの伸張及び画像処理等を行なう画像処理Ａ
ＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃ
ｕｉｔ）３４０、各機能部の動作を制御する処理部３５０、処理部３５０で実行されるプ
ログラムを起動する際に当該プログラム及び画像データ等をロードする主記憶装置３６０
、プログラム及び画像データ等を格納する補助記憶装置３７０、画像処理ＡＳＩＣ３４０
及び処理部３５０により主記憶装置３６０に展開された画像データを記録媒体上へ印刷す
るプリンタ部３８０、並びに、外部装置との通信を行なうネットワーク通信部３９０を含
む。
【００４１】
　表示部３１０及び操作部３２０は図示しない一体型のタッチパネルとして構成され、表
示部３１０には画像データとともに、当該画像データに対して指示入力を行なうための入
力キーが表示される。
【００４２】
　ＩＣカードＩ／Ｆ部３３０より読取られたユーザ識別情報は、ネットワーク通信部３９
０を介して情報処理装置２００へ送信される。ネットワーク通信部３９０は外部装置から
データを受信することもできる。ネットワーク通信部３９０が印刷を行なうためのデータ
を受信すると、当該データは主記憶装置３６０に格納される。
【００４３】
　図５を参照して、画像形成装置４００のハードウェア構成は画像形成装置３００のハー
ドウェア構成と同様であるので、ここでは説明を繰返さない。
【００４４】
　＜ソフトウェア構成＞
　図６を参照して、本実施の形態に係る印刷システムを実現するために情報処理装置２０
０で実行されるプログラム５２０は、ネットワーク回線５００により接続される外部装置
からネットワーク通信部２６０を介して何らかの要求又は通知を受信したことに応答して
実行される。プログラム５２０は、外部装置から要求又は通知を受信するステップ５０２
、及び、ステップ５０２で受信した要求又は通知がどのような内容かを判定するステップ
５０４を含む。
【００４５】
　プログラム５２０はさらに、印刷ジョブの保存要求を受信したことに応答して当該印刷
ジョブの保存を行なうステップ５０６、印刷ジョブの識別情報の取得要求を受信したこと
に応答して、印刷ジョブの識別情報の送信を行なうステップ５０８、印刷ジョブの取得要
求を受信したことに応答して印刷ジョブの送信を行なうステップ５１０、印刷ジョブの印
刷が完了したことを通知する印刷完了通知又は印刷ジョブの削除要求を受信したことに応
答して、印刷ジョブの削除を行なうステップ５１２、印刷が完了したページのページ番号
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を通知する完了ページ通知を受信したことに応答して、完了ページの更新を行なうステッ
プ５１４、印刷ジョブの印刷が中断したことを通知する中断通知を受信したことに応答し
て、当該ジョブの状態を更新するステップ５１６、並びに、その他の要求又は通知を受信
したことに応答して所定の処理を実行するステップ５１８を含む。
【００４６】
　プログラム５２０は、ステップ５０６－５１８の処理が完了すると、制御が再びステッ
プ５０２に進む構造となっている。
【００４７】
　図７を参照して、図６のステップ５０６の処理を実現するサブルーチンは以下のような
制御構造を持つ。ステップ５２２で、ユーザ端末１００からユーザを識別するためのユー
ザ識別情報を受信する。ステップ５２４で、ステップ５２２の受信が成功したか否かが判
定される。ステップ５２４の判定結果が肯定であることに応答して、ステップ５２６にお
いて、受信したユーザ識別情報と予め情報処理装置２００に登録されているユーザ識別情
報とを照合する。
【００４８】
　ステップ５２８で照合が成功したか、すなわち、受信したユーザ識別情報と一致するユ
ーザ識別情報が登録されているかが判定される。ステップ５２８の判定結果が肯定である
ことに応答して、ステップ５３０において、保存する印刷ジョブの送信をユーザ端末１０
０に要求する。ステップ５３２でユーザ端末１００から印刷ジョブを受信すると、ステッ
プ５３４で受信が成功したか否かが判定される。この判定結果が肯定であることに応答し
て、ステップ５３６で、受信した印刷ジョブに識別情報を割当て、当該印刷ジョブ及びユ
ーザの識別情報とともに保存する。このとき、印刷ジョブの識別情報には、当該印刷ジョ
ブの印刷がどの程度まで印刷されているか、つまり、印刷ジョブの実行状態を示す情報も
合わせて保存される。
【００４９】
　ステップ５３８で、印刷ジョブの保存が正常に終了したことを通知する正常終了通知を
ユーザ端末１００に送信する。ステップ５２４、５２８、及び５３４の判定結果が否定で
ある場合、ステップ５４０でユーザ端末１００にエラー通知を送信する。
【００５０】
　図８を参照して、図６のステップ５０８の処理を実現するサブルーチンは以下のような
制御構造を持つ。ステップ５５２で、画像形成装置からユーザ識別情報を受信する。ステ
ップ５５４で受信が成功したか否かが判定され、この判定結果が肯定であることに応答し
て、ステップ５５６で、受信したユーザ識別情報と予め情報処理装置２００に登録されて
いるユーザ識別情報とを照合する。
【００５１】
　ステップ５５８で、照合が成功したか否かが判定され、この判定結果が肯定であること
に応答して、ステップ５６０で当該ユーザ識別情報に対応する印刷ジョブを検索する。ス
テップ５６２で、得られた印刷ジョブの識別情報を画像形成装置へ送信する。ステップ５
５４及び５５８の判定結果が否定である場合、ステップ５６４で画像形成装置にエラー通
知を送信する。
【００５２】
　図９を参照して、図６のステップ５１０の処理を実現するサブルーチンは以下のような
制御構造を持つ。ステップ５７２で、印刷ジョブの取得要求とともに画像形成装置より受
信した当該印刷ジョブの識別情報に基づき、指定される印刷ジョブを検索する。ステップ
５７４で検索が成功したか否か、すなわち、印刷ジョブの読出しに成功したか否かが判定
される。この判定結果が肯定であることに応答して、ステップ５７６で当該印刷ジョブを
画像形成装置へ送信する。ステップ５７８で送信した印刷ジョブの進捗状況を印刷中のス
テータスに変更する。ステップ５７４での判定結果が否定の場合、ステップ５８０でエラ
ー通知を画像形成装置へ送信する。
【００５３】
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　図１０を参照して、図６のステップ５１２の処理を実現するサブルーチンは以下のよう
な制御構造を持つ。ステップ５９２で、画像形成装置より受信した印刷ジョブの識別情報
に基づき、指定される印刷ジョブを検索する。ステップ５９４で検索が成功したか否かが
判定され、成功した場合、ステップ５９６で当該印刷ジョブが削除される。ステップ５９
４の判定結果が否定の場合、制御は元のルーチンへ戻る。
【００５４】
　図１１を参照して、図６のステップ５１４の処理を実現するサブルーチンは以下のよう
な制御構造を持つ。ステップ６０２で、受信した印刷ジョブの識別情報に基づき、指定さ
れる印刷ジョブを検索する。ステップ６０４で検索が成功したか否かが判定され、成功し
た場合、ステップ６０６で、当該印刷ジョブの印刷がどのページまで完了したかを示す印
刷完了ページの情報を更新する。ステップ６０４の判定結果が否定の場合、制御は元のル
ーチンへ戻る。
【００５５】
　図１２を参照して、図６のステップ５１６の処理を実現するサブルーチンは以下のよう
な制御構造を持つ。ステップ６１２で、指定される印刷ジョブを検索する。ステップ６１
４で検索が成功したか否かが判定され、成功した場合、ステップ６１６で、当該印刷ジョ
ブの進捗状況を中断中のステータスに変更する。ステップ６１４の判定結果が否定の場合
、制御は元のルーチンへ戻る。
【００５６】
　＜動作＞
　本実施の形態に係る印刷システムを、図１－１８、特に図６及び図１３－１４を参照し
て説明する。この印刷システムを利用するユーザは、予め情報処理装置２００にユーザ識
別情報を登録しておく。
【００５７】
　図１３を参照して、ユーザ端末１００はユーザ操作に応じて印刷データを作成する（ス
テップ６３２）。当該ユーザのユーザ識別情報を取得すると（ステップ６３４）、ユーザ
端末１００は情報処理装置２００へ当該ユーザ識別情報を送信する。
【００５８】
　情報処理装置２００は、ユーザ端末１００より受信したユーザ識別情報と補助記憶装置
２５０に記憶されているユーザ識別情報とを照合する（ステップ５２６）。この照合が成
功した、すなわち、受信したユーザ識別情報に一致するユーザ識別情報が補助記憶装置２
５０に記憶されていた場合（ステップ５２８でＹＥＳ）、情報処理装置２００は保存する
印刷ジョブを送信するようユーザ端末１００に要求する（ステップ５３０）。情報処理装
置２００は受信した印刷ジョブを、当該ユーザ識別情報に関連付けて、かつ印刷ジョブの
識別情報を割当てて、補助記憶装置２５０へ保存する（ステップ５３６）。このとき、印
刷ジョブはまだ印刷されていないので、印刷ジョブの実行状態は未処理のステータスに分
類される。
【００５９】
　印刷ジョブの保存が正常に終了すると、情報処理装置２００はユーザ端末１００へ正常
終了通知を送信する（ステップ５３８）。正常終了通知を受信したことに応答して、ユー
ザ端末１００は表示部１１０に、印刷ジョブの保存が完了したことを通知する通知画面（
図示せず。）を表示する。ユーザはこの通知画面を参照して、作成した印刷データの印刷
ジョブが、サーバである情報処理装置２００に保存されたことを知ることができる。
【００６０】
　ユーザ識別情報又は印刷ジョブの送受信が失敗した場合（ステップ５２４でＮＯ又はス
テップ５３４でＮＯ）、若しくは、ユーザ識別情報の照合が失敗した場合（ステップ５２
８でＮＯ）、情報処理装置２００からユーザ端末１００にエラー通知が送信され（ステッ
プ５４０）、表示部１１０にエラー通知画面（図示せず。）が表示される。
【００６１】
　ユーザ操作に応じて、画像形成装置３００はユーザ識別情報を取得する（ステップ６３
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６）。このとき、画像形成装置３００の表示部３１０には、図示しないユーザ識別情報の
入力画面が表示され、ユーザは当該入力画面に表示される指示に基づき、ユーザ識別情報
を入力する。画像形成装置３００は当該ユーザ識別情報を情報処理装置２００へ送信する
。情報処理装置２００は当該ユーザ識別情報と保存されているユーザ識別情報とを照合す
る（ステップ５５６）。この照合が成功すると、情報処理装置２００は当該ユーザ識別情
報に関連付けて記憶される印刷ジョブを検索し（ステップ５６０）、当該印刷ジョブの識
別情報を画像形成装置３００へ送信する。送信された識別情報には、当該印刷ジョブの実
行状態を示す情報も含まれる。
【００６２】
　印刷ジョブの識別情報を受信すると、画像形成装置３００の表示部３１０には、図１６
に示される印刷ジョブの一覧が表示される。この一覧には、当該ユーザが情報処理装置に
保存している印刷ジョブが全て表示され、印刷ジョブのファイル名、情報処理装置に登録
した登録日時、及び、当該印刷ジョブの実行状態が表示される。一覧表示された印刷ジョ
ブから印刷を行なう印刷ジョブをユーザが選択すると、当該印刷ジョブの識別情報が画像
形成装置３００から情報処理装置２００へ送信される。
【００６３】
　情報処理装置２００は受信した識別情報によって指定される印刷ジョブを画像形成装置
３００へ送信し（ステップ５７６）、当該印刷ジョブの実行状態を印刷中に更新する（ス
テップ５７８）。このとき送信される印刷ジョブの実行状態は未処理であり、画像データ
は１ページ目から送信される。
【００６４】
　画像形成装置３００は受信した印刷ジョブの画像データから出力画像データを作成し、
プリンタ部３８０で印刷を行なう（ステップ６３８）。画像データの１ページ目の印刷が
完了すると（ステップ６４０）、画像形成装置３００は１ページ目の印刷が完了したこと
を知らせる完了ページ通知を情報処理装置２００へ送信する。完了ページ通知を受信した
ことに応答して、情報処理装置２００は当該印刷ジョブの進捗状況に関する情報を１ペー
ジ完了したことを示すステータスに更新する。この進捗状況に関する情報は、印刷ジョブ
の画像データとともに補助記憶装置２５０に記憶される。
【００６５】
　画像形成装置３００は２ページ目の印刷を完了すると（ステップ６４２）、先と同様に
完了ページ通知を情報処理装置へ送信し、情報処理装置でも印刷ジョブの進捗状況に関す
る情報が更新される。印刷が１ページ完了するごとに、以降も同様の処理が繰返されるた
め、ここでは説明を繰返さない。
【００６６】
　図１４を参照して、画像形成装置３００に用紙切れ等の何らかのトラブルが発生し印刷
が中断されると（ステップ６６２）、画像形成装置３００から情報処理装置２００へ中断
通知が発信される。このとき、印刷は８ページ目まで完了しており、画像形成装置３００
に一時的に記憶されていた印刷ジョブは中断により消去される。中断通知を受信したこと
に応答して、情報処理装置２００は印刷ジョブの実行状態を中断中に更新する（ステップ
６１６）。
【００６７】
　情報処理装置２００に保存した印刷ジョブを画像形成装置４００で印刷する場合、ユー
ザは画像形成装置４００にログインし、情報処理装置２００に保存された印刷ジョブの一
覧を取得するための操作を行なう。ユーザによる入力に応じて、画像形成装置４００はユ
ーザ識別情報を取得し（ステップ６６４）、一覧表示の取得要求を情報処理装置２００へ
送信する。このとき、ステップ６３６における処理と同様に、画像形成装置４００の表示
部４１０には図示しないユーザ識別情報の入力画面が表示され、ユーザは当該入力画面に
表示される指示に基づき、ユーザ識別情報を入力する。情報処理装置２００は受信したユ
ーザ識別情報と、記憶されているユーザ識別情報とを照合し（ステップ５５６）、照合が
成功した場合は当該ユーザ識別情報に関連付けて記憶される印刷ジョブを検索する（ステ
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ップ５６０）。情報処理装置２００は検索された印刷ジョブを全て表示した一覧（図１６
）を画像形成装置４００へ送信する。ユーザは一覧を参照して、印刷を再開する印刷ジョ
ブを選択する。
【００６８】
　ユーザが選択した印刷ジョブの印刷が途中まで行なわれている場合、印刷をどの部分か
ら再開させるか選択するための選択画面（図１７）が表示部４１０に表示される。ユーザ
が「印刷済みページの続きから印刷する」と表示された選択キーをタッチすると、情報処
理装置２００には選択された印刷ジョブの識別情報とともに、印刷が既に完了したページ
の続きから印刷を再開するよう指定する、印刷範囲に関する情報が送信される。これら情
報に基づき情報処理装置２００は印刷ジョブを画像形成装置４００へ送信する（ステップ
５７６）。中断前には印刷は８ページ目まで完了していたので、このとき送信される画像
データは９ページ目から送信される。情報処理装置２００は当該印刷ジョブの実行状態を
印刷中に更新する（ステップ５７８）。
【００６９】
　画像形成装置４００は受信した印刷ジョブの画像データに基づき出力画像データを作成
し、印刷処理を行なう（ステップ６６６）。画像形成装置３００における処理と同様に、
１ページ分の印刷が完了すると（ステップ６６８）、情報処理装置は印刷ジョブの進捗状
況情報に関する情報を更新する（ステップ６０６）。
【００７０】
　最終ページである１０ページ目の印刷が完了すると、画像形成装置４００は印刷ジョブ
の印刷が完了したことを知らせる完了通知を情報処理装置２００に送信する。完了通知を
受信すると、情報処理装置２００は補助記憶装置２５０に記憶される当該印刷ジョブ及び
その識別情報を削除する（ステップ５９６）。
【００７１】
　上記した動作は画像形成装置３００で行なっていた印刷を画像形成装置４００で再開さ
せているが、中断要因が除去されれば、画像形成装置３００で印刷を再開させることもで
きる。また、中断状態ではなく印刷中状態のジョブについても再開が可能である。図１５
を参照して、画像形成装置３００で画像データの９ページ目まで印刷が行なわれ、当該印
刷ジョブの進捗情報が更新された（ステップ６０６）後に、画像形成装置３００で異常が
発生した（ステップ６９０）場合を考える。ここで中断通知が発信できない場合、情報処
理装置２００で管理される当該印刷ジョブの進捗情報は印刷中に分類されたままである。
【００７２】
　ユーザは画像形成装置３００の再起動及び初期化処理を行なう（ステップ６９２）。再
起動された画像形成装置３００はユーザ識別情報を再度ユーザから取得すると（ステップ
６９４）、当該ユーザ識別情報を情報処理装置２００へ送信する。情報処理装置２００は
ユーザ識別情報の照合（ステップ５５６）及び印刷ジョブの検索（ステップ５６０）を行
ない、印刷ジョブの識別情報を画像形成装置３００へ送信する。画像形成装置３００の表
示部３１０には印刷ジョブの一覧（図１６）が表示され、中断していた印刷ジョブをユー
ザが選択すると、表示部３１０には図１８に示す確認画面が表示される。ユーザが「印刷
する」の項目を選択すると、表示部３１０には印刷範囲を指定するための画面（図１７）
が表示される。
【００７３】
　情報処理装置には選択された印刷ジョブの識別情報とともに、印刷範囲に関する情報が
送信される（印刷ジョブの取得要求）。情報処理装置２００は識別情報の受信に応じて印
刷ジョブを送信する（ステップ５７６）。取得要求を受けた時点で当該ジョブの実行状態
は印刷中であるため、ステップ５７８で状態は変化せず印刷中のままで記憶されている。
画像形成装置３００は受信した印刷ジョブの画像データに基づき出力画像データを作成し
、印刷を行なう（ステップ６９６）。最終ページである１０ページ目の印刷が完了すると
（ステップ６９８）、画像形成装置３００は完了通知を発信し、情報処理装置は完了通知
の受信に応答して、印刷ジョブ及びその識別情報を削除する（ステップ５９６）。
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【００７４】
　＜作用・効果＞
　本実施の形態に係る印刷システムによると、印刷ジョブはユーザ識別情報に関連付けて
情報処理装置２００に保存される。したがって、印刷が中断しても、ユーザは印刷ジョブ
を情報処理装置から読出し、当該印刷ジョブの印刷を再開させることができる。
【００７５】
　情報処理装置２００には、印刷ジョブの印刷が１ページ完了するごとに進捗状況に関す
る情報が送信される。ユーザによって選択された印刷ジョブのステータスが中断中又は印
刷中であった場合、ユーザは印刷を再開させる印刷ジョブの印刷範囲を、はじめのページ
から印刷し直すか、印刷済みページの続きのページから印刷するかを選択できる。続きの
ページから印刷することを選択した場合、同じページが２回印刷されることがなく、用紙
が無駄に消費されるのを防ぐことができる。
【００７６】
　上記実施の形態では、ユーザ端末は自宅又は勤務先に固定されている。しかし、ユーザ
端末はこうした固定されたものに限定されない。例えば、ユーザはタブレット型端末のよ
うに、持ち運びできる端末装置を用いて印刷ジョブを作成してもよい。この場合、データ
作成及び印刷に関する操作は様々な場所で行なうことができ、ユーザの利便性が高まる。
【００７７】
　上記実施の形態では、画像形成装置は１台又は２台で構成されている。しかし、画像形
成装置の台数は特に限定されない。例えば、画像形成装置を３台設置し、１つの印刷ジョ
ブをこれら３台の画像形成装置で分割して順に印刷してもよい。
【００７８】
　上記実施の形態では、印刷ジョブを情報処理装置へ格納する場合において、ユーザを識
別するためのユーザ識別情報は印刷ジョブが送信されるよりも先に情報処理装置へ送信さ
れている。しかし、ユーザ識別情報を送信するタイミングはこれに限定されない。例えば
、保存する印刷ジョブとともに情報処理装置へ送信してもよい。この場合、ユーザ識別情
報の照合が成功した場合は直ちに情報処理装置に当該ジョブが保存され、成功しなかった
場合はエラー通知画面が画像形成装置に表示される。
【００７９】
　上記実施の形態では、ユーザ識別情報をＩＣカードを用いて入力しているが、入力方法
はこれに限定されない。例えば、予め手入力した認証情報をアプリケーションとしてユー
ザ端末に保存しておき、入力時にこのアプリケーションを起動させて認証情報を入力して
もよい。又は、静脈認証を用いてユーザを認証してもよい。
【００８０】
　印刷ジョブの選択画面は、図に示される表示形態に限定されない。例えば、印刷データ
の最初のページ画像をプレビュー表示してもよいし、印刷設定を登録及び変更するための
機能キーのアイコンをジョブリストとともに表示してもよい。又は、ジョブが中断された
場合には、いつ中断したかに関する中断日時を登録日時とともに表示してもよい。
【００８１】
　上記実施の形態では、図１６に示される一覧を表示させるための指示信号は、情報処理
装置２００が作成しているが、この指示信号を画像形成装置側で作成してもよい。この場
合、例えば、画像形成装置を次のように構成することが考えられる。画像形成装置は、情
報処理装置２００より受信した一覧に示される印刷ジョブのうち、途中まで印刷が行なわ
れている印刷ジョブがあるか否かを判定する。この判定結果が肯定で、さらに、ユーザが
当該ジョブを選択した場合、画像形成装置の制御部は、図１７の選択画面を表示するよう
指示する指示信号を当該画像形成装置の表示部に送信する。当該指示信号を受信したこと
に応答して、表示部は選択画面を表示する。
【００８２】
　上記実施の形態では、図１７に示される印刷範囲を指定する項目は、「はじめから印刷
する」、「印刷済みページの続きから印刷する」、及び「ジョブを削除する」の３種類が
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えば、印刷ジョブの画像データが章ごとに区分されている場合、各章の先頭ページから印
刷するよう勧める項目を設定してもよい。又は、印刷を開始するページを手入力で指定す
る構成にしてもよい。
【００８３】
　上記実施の形態では、印刷が１ページ完了するごとにプリンタからサーバへ完了ページ
が通知され、サーバの完了ページ数情報が更新されている。しかし、完了ページは１ペー
ジごとに通知されなくてもよい。例えば、数ページの印刷完了ごとに通知してもよい。こ
の場合、プリンタからサーバへの完了ページ通知の送信回数が上記実施の形態よりも少な
くなるので、プリンタでの印刷時間は上記実施の形態に比べて短縮できる。
【００８４】
　印刷ジョブの削除（図１０）、完了ページの更新（図１１）、及び状態の更新（図１２
）において、印刷ジョブの検索が成功しなかった場合、該当する印刷ジョブが見つからな
かったことを通知するエラー通知画面を画像形成装置の表示部に表示させてもよい。
【００８５】
　情報処理装置から画像形成装置へ印刷ジョブを送信するとき（ステップ５７６）、送信
する印刷ジョブのデータ形式が分割送信できないデータ形式であれば、印刷範囲が指定さ
れているか否かに関わらず、画像データの全ページを送信してもよい。このとき、画像形
成装置には、印刷ジョブとともに印刷ページを指定する印刷指示が送信される。画像形成
装置はいったん画像データを全ページ分受信したうえで、当該印刷指示により指定される
ページの印刷のみを行なう。したがって、印刷ジョブのデータ形式が分割送信できないデ
ータ形式であっても、ユーザは指定したページのみの印刷を再開できる。
【００８６】
　今回開示された実施の形態は単に例示であって、本発明が上記した実施の形態のみに制
限されるわけではない。本発明の範囲は、発明の詳細な説明の記載を参酌した上で、特許
請求の範囲の各請求項によって示され、そこに記載された文言と均等の意味及び範囲内で
の全ての変更を含む。
【符号の説明】
【００８７】
　５０　印刷システム
　１００　ユーザ端末
　２００　情報処理装置
　３００、４００　画像形成装置
　５００　ネットワーク回線
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